
 

ちきゅうおんだんかのおはなし 

   

 

 ぼくは、ほっきょく にすんでいる「しろくま※」。 

 ぼくは、さむいところがだいすき。 

ゆきやこおりのなかで、 

おともだちといっしょに、いつもあそんでいるよ。 

 

だけど・・・ 

さいきん、ちょっと こまったことがおきているんだ。  

  

 でもね、ちょっとこまったことがおこったんだ。 

 それはね、ぼくの おうちがだんだんちいさくなってるん

だ。 

  

  

   

 【保護者の皆さまへ】 

 

 

地球温暖化の主な原因は、人間の活動から排出される二酸化炭素（CO2）の増加

です。このまま有効な対策を取らなければ、2100年の平均気温が最大で4.8℃上昇※

する可能性があり、異常気象の増加などさまざまなリスクが高くなると心配されてい

ます。そのため、2015年に地球温暖化対策の国際ルール「パリ協定」が締結され、世

界の平均気温の上昇を 2℃未満※、できれば 1.5℃※に押さえようという目標を掲げて

世界全体で対策に取り組んでいます。 

 

地球温暖化を防ぐため、私たちに出来ることはたくさんあります。 

その１つが、毎年川口市内で実施している「エコライフ DAY」。今年も 6月の第二日

曜日に、10 万人以上の人が「こまめに電気を消す」など日常生活の中で CO2削減に

取り組みました。 

また、フォーマザー西立野保育園に設置している「市民共同発電所」もその１つで

す。屋上にある 4.29ｋW の太陽光パネルは、これまでに 17,649ｋWh の電気をお日さ

まのエネルギーで創り出し、8.7 トンのCO2削減効果となっています。 

 

 

 

 

 

 

こまめなエコライフをする、省エネ家電を選ぶ（エアコンや冷蔵庫など）、家を建てる

ときには省エネ住宅にする、エコカーを選ぶ、エコドライブをするなど、出来るところか

らぜひ取り組んでいただければと思います。                      

 

認定NPO法人川口市民環境会議 

 

 

※産業革命前との比較です      

※正式な名前は「北極熊」ですが、ここでは、子どもたちになじみのある「しろくま」と呼びます。 



戸塚南小 3 年生 （エコライフ DAY2018）  

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちが、
ふえすぎたの。 

「にさんかたんそ」って、 

でんき や みず をつくるとき、 

ごみ がもえるとき、 

おもちゃ や ようふく などの「もの」を 

つくるときに でるんだって。 

 

 

 

 

 

 
このまま、ちきゅうが あたたくなると、 

ぼくたち「しろくま」は、いきていけないかもしれないって 

おとうさんや、おかあさんが しんぱいしている･･･。 

 

だから、みんなにも、 

「ちきゅうおんだんか」をふせぐため、 

きょうりょくして ほしいんだ！ 

 

 

 

 

それは、だんだん、 

こおりが すくなくなっている 

ことなんだ。 

ながいじかん、うみのなかをおよいで、 

つかれちゃうことも おおいんだ。 

 

 

どうしてかというと、 

ちきゅうが あたたかく 

なっているかららしい。 

 

 

 

 

 

ちきゅうが あたたかくなっているのは、 

「にさんかたんそ」がふえているからなんだよって、 

おかあさんがおしえてくれたよ。 

 

 

 

 

 

戸塚綾瀬小 4 年生 （エコライフ DAY2018）  

「でんき」や「ガス」、「みず」、 

「もの」をたいせつにしてね。 

 

それから、 

ほいくえんの やねのうえに 

ある「ソーラーパネル」は、 

「にさんかたんそ」をださない 

でんきを つくっているよ！ 

 


